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比月前

口
男
女
比

月

人
前

十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
を
た
っ
と
び
、
生
産
を
祝
い
、
た
が

い
に
感
謝
し
合
う
。
勤
労
感
謝
の
日
’
。
市
で
は
、
市
内
の
各
団

体
な
ど
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
大
工
職
や
製
茶
職
な
ど
、
長
年
に
わ

＾
l
i
＾
て
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
十
八
人
の
み
な
さ

ん
を
、
勤
労
感
謝
の
日
に
技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

宇
泊
市
技
能
功
労
者
の
表
彰
制

度
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、

す
ぐ
れ
た
技
能
を
み
が
い
て
こ
ら

れ
た
人
の
功
労
を
た
た
え
る
と
と

む
に
、
技
能
者
の
襲
″
的
・
経
済

的
地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
を
図

る
た
め
の
も
の
で
、
一
つ
の
仕
事

に
三
十
年
以
上
経
験
の
あ
る
六
十

ａ
以
上
の
人
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
て
、
私
た
ぢ
市
民
の
手

で
こ
れ
ら
の
技
能
１
ｆ
ｔ
り
育
て
て

能
功
労
者
表
彰
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
地
味

な
中
に
も
そ
の
道
一
筋
に
、
確
実

な
足
跡
‘
’
残
し
て
こ
ら
れ
た
人
た

ち
で
、
い
ま
も
後
継
者
の
指
導
育

成
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
現

在
の
よ
う
に
機
械
化
が
す
す
ん
で

来
る
と
、
む
し
ろ
手
仕
事
の
あ
た

た
か
味
や
重
厚
さ
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
き
ま
す
。
地
味
な
仕
事
の

中
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
に
う
る

んさ次彦島城の職園造るすをれ入手の木植も日今

に

μ

い

聶

7 2
9

ｇ
Ｖ

・
い
で
し
ょ
う
か
。

表
彰
式
は
、
十
一
月
二
十
三
日

の
午
前
十
時
か
ｉ
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
す
。

一一`一ｓ
｛
ｒ

功
労
者

｀一ｅ゛一

‘

（
敬
称
略
・
数
字
は
年
齢
）

（
製
茶
職
）

田
中
楠
七
［
］
｀
）
Ｌ
宇
治
蓮
華

山
崎
忠
男
（
6
1
）
―
五
ヶ
庄
大
八

木
島

辻
義
夫
（
６
０
）
―
白
川
川
上
り

谷

宇
治
市
長
選
挙
は
十
一
・
月
二
十

七
日
に
告
示
、
十
二
月
七
日
に
投

票
の
予
定
。
こ
れ
は
、
市
長
の
任

期
が
十
二
月
十
八
日
に
満
了
す
る

の
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

私
た
ち
の
ま
ぢ
ト
ト
宇
治
市
の

発
展
の
た
め
に
あ
な
た
の
一
票
を

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
登
録
を
さ
れ
、
引
き
統
ぎ
宇

治
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。

市
内
転
居
さ
れ
た
人

十
一
月
土
（
日
以
後
に
市
内
で

住
所
を
移
さ
れ
た
人
は
．
転
居
前

西大久保小前に

間もなく歩道が完成

西
大
久
保
小
学
校
前
の
。
市
道

田
原
町
線
交
通
安
全
施
設
工
事
’

の
現
場
卜
こ
の
道
は
通
学
路
に

も
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
み
な
さ

ん
か
ら
交
通
安
全
対
策
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
浸
水
対
策
を

は
し
め
と
す
る
新
川
の
河
川
改
修

工
事
の
■
機
会
に
。
河
川
部
分
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
。
ふ
た
‘
で
お
お

い
、
そ
こ
を
歩
道
に
す
る
工
事
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。
間
も
な
く

完
成
す
る
予
定
で
、
子
ど
も
た
ち

も
安
心
し
て
通
学
で
き
ま
す
。
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上
田
邦
戴
（
６
０
）
＝
伊
勢
田
町
中

山

（
大
工
職
）

岩
崎
春
吉
（
6
7
）
＝
伊
勢
田
町
中

山

白
波
瀬
郁
治
（
6
0
）

稜
硝
子
加
工
職
）

岸
岡
万
次
郎
（
8
1
）

＝
小
倉
町
束

山
Ｌ
木
幡
南
山

畑

｛
建
築
手
伝
職
｝

岩
崎
育
成
（
7
5
）
Ｌ
木
幡
南
山

｛
板
金
職
｝

服
部
幸
次
郎
（
召

―
白
川
川
上

り
谷

（
漆
工
m
）

矢
部
周
次
（
7
0
）
―
木
幡
御
蔵
山

（
染
色
職
）

谷
口
直
栄
（
6
9
）
―
神
明
宮
東

｛
は
り
・
き
ゅ
う
職
｝

佐
々
木
増
枝
（
6
9
）
Ｌ
木
幡
南
山

畑

（
時
計
修
理
職
）

長
谷
川
元
治
（
6
3
）
Ｌ
宇
治
妙
楽

宇
治
市
長
選
挙

に
住
ん
で
い
た
地
区
の
投
票
所
で

投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
第
九
投
票
所
は
小
倉
公

民
館
で
し
た
が
、
改
築
工
事
の
た

め
今
回
に
か
ぎ
り
北
宇
治
中
学
校

体
育
館
に
変
更
し
ま
す
。

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
五
十
五
年
在
者
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

八
月
二
士
八
日
以
前
に
宇
治
市
に
ま
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
。

土
・
日
曜
日
も
含
め
て
十
一
月
二

十
七
日
か
・
皐
二
月
六
日
ま
で
の

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
す
。
場
所
は
市
役
所
内
の
選
挙

管
理
管
貝
会
事
務
局
で
す
。

ま
た
、
病
院
な
ど
不
在
者
投
票

指
定
施
設
に
入
院
中
の
人
は
、
病

院
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

（
造
園
職
）

城
島
彦
次
（
6
1
）
―
広
野
町
寺
山

｛
電
気
工
事
職
｝

上
村
元
一
（
6
1
）
Ｌ
宇
治
蓮
華

（
理
容
職
）

坂
井
み
ど
り
（
6
1
）
Ｌ
宇
治
東
内

｛
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
｝

竹
嶋
喜
一
（
6
1
）
＝
五
ケ
庄
新
開

（
配
管
職
）

上
田
恒
一
（
6
0
）
Ｌ
宇
治
善
法

で
。
責
任
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。さ
ら
に
、
体
に
一
定
以
上
の
障

害
が
あ
っ
て
身
体
障
害
者
手
帳
や

戦
傷
病
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
に
限
り
、
郵
送
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度

は
一
般
の
不
在
者
投
票
制
度
と
手

続
や
期
間
が
異
な
っ
て
い
拿
Ｔ
の
で
、

く
わ
し
い
こ
と
は
選
挙
管
理
１
貝

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
整
理
券

選
挙
公
報

選
挙
公
報
の

あ
る
場
所

不
在
者
投
票

投
票
で
き
る
人

〈
游
、
南
木
幡
集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕

黄
柴
薬
局
、
大
和
田
公
会
堂
、
西

岡
屋
会
館
、
黄
粟
公
園
事
務
所
、

山
崎
幸
一
さ
ん
宅

〔
見
遭
・
明
星
町
〕

菟
道
公
民
館
、
＝
荒
戸
薬
局
、
明

星
隻
戻

〔
志
津
川
・
笠
取
〕
〔
小
倉
町
〕

喜
撰
会
館
、
東
笠
取
郵
便
局
う
さ
ぎ
堂
、
子
守
神
社
、
西
山
集

〔
宇
治
〕
ふ
跡
、
菰
冦
中
集
会
町
、
西
小
倉

川
東
公
民
館
、
市
民
会
館
、
観
光
墨
扉

案
内
所
、
菩
法
隣
保
館
、
山
城
学
〔
伊
勢
田
町
〕

校
建
設
公
社
（
市
分
庁
舎
）
．
若
宮
西
小
倉
保
育
所
、
砂
田
集
会
所
、

集
会
所
、
市
役
所
受
付
、
新
半
白
伊
勢
田
公
民
館
、
西
宇
治
消
防
分

集
会
所
署
、
名
木
集
会
所

〔
白
川
〕
〔
開
町
・
南
陵
町
〕

白
川
公
民
館
開
公
民
館
、
南
陵
墨
跡

〔
神
明
〕
〔
広
野
町
〕

神
明
公
民
館
、
老
人
憩
い
の
家
広
野
公
民
館
．
広
野
集
会
町
．
緑

〔
横
島
町
〕
ヶ
原
集
会
所
・

槙
島
公
民
館
、
東
ａ
川
公
民
館
、
〔
大
久
保
町
〕

西
目
川
公
民
館
、
紫
ヶ
丘
公
民
館
、
大
久
保
幼
稚
園
、
・
西
大
久
保
集
会

三
軒
家
公
民
館
所
、
同
胞
保
‘
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あなたです
今
年
も
火
災
の
多
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
二
十
六
日
か
ら
始
ま
り
主
ふ
、

消
防
本
部
で
は
、
か
ら
だ
の
不
自

由
な
人
の
家
や
ね
た
き
り
老
人
宅

な
ど
を
訪
問
し
て
、
防
火
診
断
す

る
な
ど
ｉ
死
者
防
止
対
蓼
を

■
火
災
か
ら
命
を
守
る

５
つ
の
知
恵

け
を
残
し
て
外
出
し
な
い
。

倒
万
一
の
た
め
に
、
は
し
ご
や
口

Ｉ
プ
を
用
意
し
て
お
く
。

㈲
煙
に
包
ま
れ
た
ら
、
姿
勢
を
低

く
し
て
ぬ
れ
手
ぬ
ぐ
い
、
ハ
ン

カ
チ
な
ど
で
口
を
覆
う
。

倒
逃
げ
出
し
て
か
ら
物
を
取
り
に

戻
ら
な
い
。

■
職
場
の
防
火
対
策

■
家
庭
の
防
火
対
策

こ
の
ほ
ど
、
京
都
府
（
南
部
）

の
地
域
別
最
低
賃
金
が
一
般
労
働

者
の
日
額
二
千
九
百
三
十
九
円
、

時
間
給
労
働
者
の
時
間
額
三
百
六

・
喫
煙
は
灰
皿
の
あ
る
所
で
。
後
こ
の
最
低
賃
金
は
通
常
の
労
働

始
末
は
完
全
に
し
ま
し
よ
九
寝
時
間
、
労
働
日
に
対
応
す
る
「
所

た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
定
内
賃
ま
で
あ
っ
て
、
精
皆
動

せ
な
い
。
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
手
当

一
子
ど
も
の
火
遊
び
を
防
止
し
ま
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

し
よ
う
。
子
ど
も
の
目
の
届
く
最
低
賃
金
は
働
く
者
の
最
低
の

｛

市
内
で
人
形
劇
活
助
を
し

て
い
る
団
体
が
集
い
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
1
1
月
3
0
日
０
、

1
2
時
半
開
場
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
。

（
出
演
と
作
品
）

山
西
山
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
…

「
牛
と
蛙
」

閤
た
ん
ぽ
ぽ
・
・
・
「
大
き
な
か

ぶ
」

閣
赤
い
ふ
う
せ
ん
・
：
「
こ
の

つ
ぎ
．
な
あ
に
」

倒
小
倉
幼
稚
園
母
の
会
人
形

劇
サ
ー
ク
ル
・
・
・
「
お
か
し

な
家
」

倒
ま
つ
ぽ
っ
く
り
・
・
・
「
ね
ず

み
の
嫁
入
り
」

圓
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
ざ
ら

ご
ろ
う
こ
：
「
一
つ
が
二

つ
」
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
民

館
（
昴
2
8
0
4
）
へ
。
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地
域
別
最
低
賃
金

1
0
月
2
0
日
か
ら
改
正

賃
金
額
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
。
労
働
条
件
を
改
善
し
働
く
者

の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
決

め
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
事
業

所
で
働
く
常
用
・
日
雇
・
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

労
働
関
係
の
当
事
者
は
、
こ
の
基

準
を
理
由
と
し
て
労
働
条
件
を
低

下
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
向
上

を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

も
し
、
使
用
者
が
最
低
賃
金
額

以
上
に
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
に

は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
最
低
賃
金
額
以
下
の
賃
金

で
労
働
協
約
を
結
ん
で
も
そ
の
部

分
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
低
賃
金
に
は
こ

の
地
域
別
最
低
賃
金
以
外
に
、
特

定
産
業
に
働
く
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
来
年
二
月
頃
に
改

正
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、

地
域
別
最
低
賃
金
と
産
業
別
最
低

賃
金
の
両
方
の
適
用
を
受
け
る
労

働
者
は
金
額
の
高
い
方
の
額
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

古
文
書
講
習
会

府
立
総
合
資
料
館
で
は
、
古
文

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
く
わ
し
書
の
解
読
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

い
こ
と
は
京
都
労
働
基
準
局
（
ａ
深
め
、
地
方
史
研
究
に
役
立
て
て
い

0
7
5
‐
2
4
1
－
C
O
N
ｒ
Ｈ
ｉ
Ｈ
）
、
ま
た
は
交
た
だ
こ
う
と
古
文
書
講
習
会
を
開

通
労
政
課
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

案
内

交
通
事
故
相
談

宇
治
市
内
で
は
、
こ
と
し
一
月

か
ら
十
月
末
ま
で
の
間
に
交
通
事

故
が
六
百
六
件
も
発
生
。
ミ
ニ
バ

イ
ク
な
ど
の
事
故
が
増
え
て
い
ま

護
士
ｙ
申
込
み
・
・
・
市
役
所
交
通
労

政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

国
民
健
康
保
険

今
月
は
納
期

す
。
不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
っ
た
来
月
、
十
二
月
一
日
が
国
民
健

場
合
や
事
故
を
お
こ
し
た
場
合
、
康
保
険
料
の
第
四
期
分
の
納
期
限

被
害
者
も
加
害
者
も
困
］
る
の
が
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
納
め
て

「
損
害
賠
償
問
題
」
で
す
。
い
な
い
人
は
、
至
急
納
め
て
く
だ

こ
の
た
め
宇
治
市
交
通
安
全
対
さ
い
。

策
協
議
会
で
は
、
寡
故
賠
償
な
ど
で
留
守
が
ち
な
ご
家
庭
や
、
お
忙

家
庭
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
し
い
人
に
は
口
座
振
替
制
度
を
お

よ
う
に
、
交
通
事
故
相
談
を
開
い
勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
口
座

て
い
ま
す
。
こ
の
相
談
は
無
料
で

相
談
内
容
は
秘
密
で
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

振
替
依
頼
書
を
預
金
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
へ
提
出
す
る
だ
け
で
Ｔ
。

（
保
険
年
金
課
）

’
き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
・
ｉ
月
６
日
～
８
日
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

府
立
総
合
資
料
館
▼
費
用
・
：
テ
キ

ス
ト
代
千
円
と
解
読
文
実
費
二
百

円
、
送
料
三
百
円
▼
申
込
み
・
・
・
1
2

月
１
日
ま
で
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課
（
e
0
7
5

‐
？
9
1
0
1
）
へ
。（

市
史
編
さ
ん
室
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

ｙ
種
目
・
・
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
3
日

㈲
の
午
前
1
0
時
ぺ
’
正
午
ｙ
と
こ
ろ

…
小
倉
小
学
校
。
運
動
で
き
る
服

装
で
、
直
接
会
場
へ
。
無
弩

（
社
会
教
育
課
）

晴
着
の
着
付
教
室

ｙ
と
き
・
：
1
2
月
４
日
團
と
５
日

面
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
ｙ
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

ｙ
講
師
…
日
本
和
装
総
合
学
院
の

斉
藤
喜
美
枝
さ
ん
▼
受
講
料
…
無

料
ｙ
定
員
・
・
・
い
ず
れ
も
4
0
人
。
先

着
順
ｙ
中
込
み
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ッ

ル
タ
ン
ト
（
宇
治
里
尻
7
1
‐
９
）
へ
。

（
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

ｙ
：

ｂ

『
一
ｆ
ｌ
。
．

0
0
付
３
掛
‐

邨
１
’
．
．

咤
命
済
．

″

乖
一

四
六

で
円
1
0
5

異

心

一

＊
７
ｆ

＾

M
Ｊ
ｍ

．

皿

醤

．

’
・
ぐ
一
一

ぶ

Ｉ
／
■
■
、

し
け
山
川
Ｗ
ｊ
／

『
廠
一

¨
’
；

一
』

じ
言

訟

』

本
Ｊ
Ｊ
畠
ｉ
ｋ
。
、
・
・

切
の
７
ぐ

一
大
″
い
に
・
゛
．

お
知
ら
せ

新
一
年
生
の

健
康
診
断

火事を出すのも防ぐのも

。
…
…
ぺ
宍
、
劉
ぎ
Ｉ

ｘ
一
、
ｙ
。
ぶ
必
Ｑ

打
打
Ｆ
ｈ
Ｆ
Ｌ
’
ｊ
驚
、
Ｊ
ミ

ミ
ま
し

レ
ド
レ
゛
‘
。

一
六
｛
゛
一
｀
Ｅ

｀

｝

｀
゛

い
ｌ
ｙ

べ
半
影
江
診
証

ヽ

ｍ

に
｀
～
づ
に

し

゛
…
…
゛
’
‘
゛
’
｀
皿
”
｀
゛
’

‘
｀
一
’

゛
゛
’
ｆ
・
１
７
皿
一

¨
綴

窓
匹

゜

柚
人形劇

フェスティバル

慨

載

秋の火災予防運動

11月26日～1

2月2日

催
し

昌
ｍ

１
－一

―皿
ｍ

皿
ｍ

＝川川
ｍ
四

ｍ
皿川

一
川皿

ｍ
１１皿皿

――
＝

ｍｍ
Ｊ

ｍ
皿１ １願

一
皿１１ １川

―
皿川ｍ

劃
一

川皿
四

―
一ｍ－ｍ

皿
ｍ

皿」皿―
ｍ
皿川川川

ｍ
Ⅲ＝叩


	page1
	page2

